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2事業概要

1. 期間
開始 ： ２０２１年１０月
終了 ： ２０２６年３月

• ガスタービンを用いた水素発電は、燃焼してもCO2を排出しないゼロエミッション電源であり、国
のグリーン成長戦略では2050年の発電量の10％程度を水素・アンモニアで賄う旨、参考値とし
て示されている。

• 本事業では、既設火力発電所に設置のガスタービン発電設備を対象とした水素混焼発電実証を行
い、安全性や信頼性等の検証を行うことで、事業化（商用化）に伴い必要となる水素発電設備の運
転・保守・安全対策など総合的な運用管理技術の確立を目指した。

• 2024年度末までに関連設備の詳細設計、工事、据付が概ね計画通り完了した。

• 2025年度からは実証フェーズに移行し、大阪・関西万博期間に合わせて4月～9月の間で実証試
験を実施し、計画していた試験項目を完遂した。

• 202５年10月から2026年3月までは試験結果の整理および一連の事業の総合評価を実施した。

２. 最終目標

３. 成果概要
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実証フェーズ（2025年度）設計・製作フェーズ（2023、24年度）研究開発目標

既設改造を行った発電設備で水素混焼発電
が問題無くできることを確認

既設発電設備を活用する場合の改造範囲を
決定

既設改造範囲
の決定

水素を安全かつ安定的に運用できることを
確認

水素防爆方法、範囲の明確化
水素発電時の

安全対策の決定

運転状態に異常がなく安全に水素混焼発電
ができることを確認

• 水素発電における起動停止スケジュールの
確定

• 改造した燃焼器にて従来と同等の天然ガス
専焼ができることを確認

運用方法の
確定

運転状態に異常がなく安全に運転継続でき
ることを確認

発電時に使用する水素について性状・要求値
を明確化

水素要求品質
の明確化

２．研究開発マネジメントについて – 研究開発目標 –

社会実装計画における2030年のアウトプット目標を「大規模需要を創出する水素ガスタービン発電
（混焼、高混焼、専焼）を実現するための技術の確立」と定め、既設ガスタービンを用いた実証により
水素混焼発電の運用技術を確立する。

水素混焼発電の運用技術確立に係る開発目標と確認項目を、設計・製作フェーズ、実証フェーズで
それぞれ下記の通り設定した。
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発電設備水素製造設備

• 水素配管接続部は原則、溶接接合を採用
• 水素が滞留する可能性がある箇所の強制換気や強制排気を実施

設備対策
異常の

未然防止

• 漏洩検知器の設置設備対策
異常の

早期発見 • 燃焼器後流の温度偏差を検知し自動で
水素遮断し安全に停止を行う

• 圧力上昇等、設備異常時には警報発信
を行い早期の注意喚起を行う

運用対策

• 消火設備（既存活用）
• 水素に対応する防爆仕様を採用

• 消火、散水設備の設置
• 水素に対応する防爆仕様を採用

設備対策

事故の
拡大防止

• 必要に応じ、燃料ガス系統を窒素ガスに置換
• 系統が異常昇圧する場合、排気管やベントスタックにより安全エリアに放出

運用対策 • 水素過投入が生じた場合、速やかに水
素を遮断し停止できる保安回路を追加

• 設備異常を確認した場合、速やかに、か
つ、安全に保安停止できるよう保安回
路を設置

３．研究開発成果について – 安全対策 –

FS、設計製作フェーズにて設定した安全対策の有効性を2025年度の実証にて確認した。

実証試験期間（半年間）を通じて水素供給配管は常に水素が充填された状態にあったが、水素漏洩
などの安全上の懸念は発生せず、実施した安全対策の有効性が確認された。
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商用化に向けた今後の取組み

水素発電を事業化するためには大規模で安価な水素の調達が課題となるため、水素調達コストを

下げる様々な取り組みを検討していく。

更なる火力の脱炭素化に向けて、水素高混焼や水素専焼についてメーカーでの開発動向も踏まえ

ながら検討していく。

2050年の事業活動に伴うCO2排出ゼロ達成を目指し、引続きゼロカーボン火力の推進に取り組

んでいく。

まとめ

本実証において水素混焼率は最大30 vol.％まで運用できることを確認し、次段階（実装）に移行
可能な状態となった。

当社としても、ゼロカーボン火力推進手段の1つとして水素混焼発電および専焼発電に向けて取り
組んでいく。



Thank you.


